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区 分 内   容 

議題 前橋市スーパーシティスマートシティ推進委員会  第７回会議 

日時 令和４年７月１日（金） １３時００分～１３時３０分 

場所 Ｗｅｂ会議方式（ｚｏｏｍ） 

出席者 別紙「出欠名簿」のとおり 

【発言者】 

 

大森総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（谷内田） 

 

曽我代表 

 

 

 

事務局 

（谷内田） 

 

山本代表 

 

大森総括 

１． 開会 

 

 お忙しい中お集まりいただき、また急遽の依頼にもかかわらず、多くの方

にご参加いただいていることに感謝申し上げる。 

 今日はポイントの部分を議論いただくということで、短時間でお願いしたい

と思うところだが、まず、おかげさまでデジタル田園都市国家構想の交付金

について、前橋が Type３に採択されたということで、皆様の知恵を集めてい

ただいた結果ということで、感謝申し上げる。 

 聞くところによると、Type１、２、３の３つを持っているのは前橋だけであ

る、ということのようだ。これから相当日本全国から注目されるようになって

いくのだろうと思う。 

 これまでは、申請の内容についての議論であったが、採択となったので、

これからは実行のフェーズに移っていく、ということのキックオフになるもの

と思う。これからたくさん議論いただく機会もあろうかと思うが、今日はみな

さんに報告し、確認していただいて、これから前に向かっていく会にしたいと

思う。 

 

２． 議事 

（１）委員会名の変更について 

 資料１に基づき説明。 

 

 第２条の「健康で幸福」という表現は、あまりにも直訳的な表現であり、あ

まり好ましくないと思う。デジタルグリーンシティというのは「ひとりひとりが幸

せで」という表現のほうがふさわしいと思う。 

 

 確かに「ひとりひとりが幸せだ」というほうが幅広くなると思うので、今の意

見を踏まえて検討する。Well-Being という言葉を入れるかどうかはあるが。 

 

 私も曽我代表の意見に同意だ。やさしくてやわらかい表現に感じる。 

 

 今いただいた意見を踏まえて、事務局で文言を整えたうえで、会の名称を
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「デジタルグリーンシティ推進委員会」とすることにしたいと思う。 

 

（異議なし） 

 

【以下非公開】 

 

（２）デジタル田園都市国家構想推進交付金の採択について 

（３）意見交換 

３． その他 

４． 閉会 

 

以上 

 


